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著者は、2004年 10月から 2006年 9月の間に、推定糸球体濾過量（estimated glomerular filtration 
rate、以下 eGFR）が 60 mL/min/1.73m2以上であった全米の退役軍人 3,504,732例を対象とし、約 7
年間の観察期間を設けた過去起点コホート研究を行っている。主たる要因となる便秘の存在は ICD-9に
よる疾患コード（60日以上の間隔を空けて少なくとも 2回以上）および便秘薬の使用（1回 30日以上
の処方が、60-365 日の間隔を空けて少なくとも 2 回以上）から定義し、異なる種類の便秘薬の処方数
により便秘の重症度（なし：便秘薬なし、軽度：1 種類以上の便秘薬、中等度／高度：2 種類以上の便
秘薬）も定義している。観察期間中の CKD（25%以上の eGFR低下かつ eGFR <60 mL/min/1.73m2）




















ド比 [95%信頼区間]：1.13 [1.11-1.14]）と 9%（ハザード比 [95%信頼区間]：1.09 [1.01-1.18]）高く、
eGFR 低下速度がより速くなること（ eGFR 変化率  -1-<0 に対する  <-10, -10-<-5, -5-<-1 


















域における一流誌（J Am Soc Nephrol: IF 8.966）にも受理されており、学位論文として十分値し得る
と判断した。 
平成 29 年 12 月 22 日、学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと論文について説明を
求め、関連事項について質疑応答を行い、最終試験を行った。その結果、審査委員全員が合格と判定し
た。 
よって、著者は博士（医学）の学位を受けるのに十分な資格を有するものと認める。 
 
 
